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一
次
加
工
２
ラ
イ
ン
体
制

鋼
材
加
工
販
売
の
清
水
（

本
社
＝
鳥
取
市
、
清
水
昭
生
社
長
）
は
、
本
社
近
隣
に

あ
る
型
鋼
第
１
工
場
に

Ｈ
形
鋼
用
開
先
機
を
導
入
し

、
２
月
か
ら
稼
働
を
始
め
た
。
穴
開
け
・
切
断
・
開
先
の
一
次
加
エ
ラ
イ
ン

を

２
ラ
イ
ン
に
増
や
し
た

。
加
工

効
率
を
高
め
、
建
築
鉄
骨
向
け
の
受
注
増
に
対
応
す
る
。

導
入
し
た
の
は
、

バ
タ

リ
ー
製
の
Ｈ
形
鋼
開
先
機

「
H
Q
B
1
1
0
5
5
N

S
」
。
加
工
で
き
る
Ｈ
形

鋼

の
ウ
ェ
ブ
高
さ
は
２
０
０

－
1
0
0
0

卵
ま
で

。
ス

カ
ラ

ッ
プ
、
ノ
ン
ス
カ
ラ

ッ

プ
加
工
に

も
自
動
で
対

応
す
る
。

型
鋼
第
１

工
場
は
Ｈ
形

鋼
の
一
次
加
工
を
メ
イ
ン

に
手
掛
け
る

。
こ
れ
ま
で

加
工
は
、
加
エ
ラ

イ
ン

と

切
断
・
穴
開
け
の
複
合
加

工
機
で

対
応
し
て

お
り
、

開
先
機
は
加
エ
ラ

イ
ン
の導入した開先機

１

基
を
併
用
し
て
い
た

。

近
年
は

鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
タ
ー
の
人
材
不
足
で

Ｉ

次
加
工
の
依
頼
が
増
加
傾

向
に

あ
り

、
受
注
状
況
に

よ
っ
て
は
昼
間
の
操
業
だ

け
で

は

加

工

が

追
い

付

か

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

た

め

、
開

先

機

を
増

設
し

た

。

同

社
は

本

社
近

隣

に

各

種

加
工

の

７

工

場

を
構

え

る

。

今

後
も

各
工

場
で

老

朽

化
し

た

設

備

の
リ

プ
レ

Ｉ

ス

な

ど

継

続
し

、
加

工

能
力

の

増

強

を

進
め
て

い

く

方
針

だ

。

清
水

は
1
9
5
8

年

設

立

の

地

区

有

力

鋼

材

流

通

。
鋼

材

全

般
の

ほ

か

、

特

殊
鋼

や

非

鉄

金
属

も

扱

い

、
向

け

先

は

建
築

、
産

業

機

械
な

ど

。
レ

ー

ザ

ー

加
工

機

、

プ
ラ

ス

マ

ー
カ

ス

切
断

機

、
シ

ャ

ー
リ
ン

グ

機

、
プ
レ

ス

ブ
レ

ー

キ

、

オ

ー
ト

求

上

フ
ー

、

ビ
ー

ム
ワ

ー
カ

ー

、

溶

接
機

、

マ

シ
ニ

ン

グ
セ

ン

タ
ー

と

い

っ
た

設

備

を

保

有
し

、

製

缶
品

の

製

造

も
手

掛

け

る

。
2
0
2
2

年
７

月

期

の

売
上

高

は
4
1
億
円

。

Ｏ
戸
対
応
の
も
の
は
稼
働

か

ら
3
0
年

近
く

が

経
過

し

、
部
品
の
調
達
が
困
難

な
こ

と
か
ら
最
新
鋭
機
に

更
新
し
た

。

従
来
の
設
備
で

は
で
き

な
か
っ
た

角
度
を
つ
け
た

切
断
も
可
能
で
加
工

能
力

は
5
0％
向
上

。
複
数

物
件

を
同
時
並
行
で
手

掛
け
る

こ
と

が
多
い
た
め
可
能
な

範
囲
で
切
断
加
工
の

内
製

化
を
進
め
た
い
考
え

。

ﾊﾞﾝﾄﾞｿｰ1基更新
一次加工を内製化

大

分

県

北

部
の

Ｈ

グ
レ

ー
ド

鉄

骨
フ

ァ

ブ
リ

ケ
Ｌ

タ
ー

、清

松

総

合

鉄
工
（

本

社
＝

宇

佐

市

、
清

松

芳

夫

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
本
社

・
第
５
工
場
の
バ
ン

ド
ソ

ー
ー
基
を
更
新
し
た
。
老

導入したバンドソー（右奥は1300％
対応のバンドソー）

朽
化
に
伴
う
も
の
で
最
新

鋭
機
に

切
り
替
え
る
こ
と

で

安

定

操

業
体

制

を
強

化

。
斜

め

切

断

も
可

能

に

な

っ
た

ほ

か

、

加
工

量

も

従

来
に

比

べ
て
5
0
％

向

上

し

た
こ

と

か

ら

一
次

加
工

の

内

製
化

を
進

め
た

い

考

え

。今

回

、
導

入

し

た
の

は

ア

マ

ダ
マ

シ

ナ

リ

ー
の

形

鋼

切

断

用

バ

ン

ド
ソ

ー

「
Ｈ

Ｋ
－

６
５

０

」
。
幅

は

従

来
と

同

じ
６

５

０

卵

ま

で

切

断

可

能

。

第
５

工

場

は
2
0
1
7

年
に

新

設

。

鋼

材

一

次

加

工

場

と

し

て

、
切

断

や

穴

開
け

、

シ

ョ

ッ
ト

、
開

先

ま
で

の

加

工

を
手

掛
け

る

。
バ
ン

ド

ソ

ー
は

同

工

場

開
設

と

あ

わ
せ

て
1
3
0
0

卵

対

応

の

も

の

を
導

入

し

、
合

計

２

基

保

有

。
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